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１. 事業概要 

 

名 称：株式会社 協 立 

設 立：1965 年（昭和 40 年）4 月 

代表者：代表取締役 大津 英紀 

資本金：５千万円 

概 要：床下環境整備、害虫・害獣駆除 

所在地：本 社／東京都豊島区要町 3 丁目 12 番 12 号 大宏ビル 5 階 

     事業部／東京都豊島区千川 2 丁目 39 番 8 号 

     倉 庫／東京都板橋区大山西町 34 番 1 号 

連絡先：電 話／03-3974-3131（代表） 

    ファックス／03-3974-1231 

    メールアドレス／otsu@e-kyouritsu.co.jp 

環境管理責任者：今井 良美 

従業員：22 人（工事 8 名・営業 6 名・総務 8 名：平均年齢 42 歳）2022.12.31 現在 

オフィス：延べ面積 92 平方メートル 

認 可：社団法人 日本しろあり対策協会正会員  会員番号   048 

社団法人 ペストコントロール協会正会員  会員番号 273-0 番 

東京都相談所設置             承認番号 21-17 号 

 

主な資格 

 

■公益社団法人 日本しろあり対策協会 ■東京都産業労働局 ■ダウ・ケミカル日本株式会社 

 
 

しろあり防除士 登録番号 

大津 英紀 6999 

中野 利洋 9164 

常陸 健児 10755 

名嘉 元 12355 

木村 友一 12569 

金城 勇二 12570 

喜田 記彰 13058 

増坂 公典 14405 

山元 久明 14750 

清水 健児 15280 

江原 透雄 15384 

蟻害・腐朽検査士証 登録番号 

大津 英紀 東京都-02-0051 

金城 勇二 東京都-20-0239 

中野 利洋 東京都-20-0242 

名嘉 元 東京都-20-0241 

 

東京都農薬管理指導士 認定番号 

江原 透雄 31-107 

名嘉 元 31-077 

 

 

ペストコントロール技術者 階級 

中野 利洋 1 級 

名嘉 元 2 級 

黒沢 真 2 級 

 

ペストコントロール技能師証 技能師番号 

中野 利洋 161122-13-014 

名嘉 元 151217-13-034 

 

ｾﾝﾄﾘｺﾝ･ﾃｸﾆｶﾙ･ﾏｽﾀｰ 登録番号 

大津 英紀 1068 

中野 利洋 1987 

増坂 公典 92133 

名嘉 元 80133 

金城 勇二 80134 

木村 友一 92131 

喜田 記彰 92132 

常陸 健児 92702 

山元 久明 93379 

清水 健児 93380 

江原 透雄 93382 

黒沢 真 00163E 

武田 展典 00284E 

今井 良美 00249E 

本間 百絵子 00251E 

 

 

 

 

 

 

■公益社団法人 日本ペストコントロール協会 
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２. 環境保全活動実施体制 

 
１．取り組み方針 
 

（1）計画 
   事業活動が環境に与える影響を把握して目標を作成します。 
 
（2）「実行」および「運用」 
   責任体制を構築し役割分担を明確にします。 
 
（3）「点検」および「是正処理」 
   目標計画と実績を比較して進行状況を点検します。 
   また、目標未達成や計画通り進行しない場合は改善策をたてます。 
 
（4）見直し 
   経営トップ自身で環境マネージメントシステムの「適正性・妥当性・有効性」を 
   確実に実行する為にシステムの見直しをします。 

 
 
２．対象範囲と組織 
 
   株式会社 協 立（全社） 

環境保全活動に取り組むための組織と役割を以下の通り定めます。 
 

（組織図） 
 

     部署環境責任者 
      （総務部） 
    今井 良美 

    羽田 浩(補佐) 

      

  最高責任者   環境管理責任者   部署環境責任者 

 （代表取締役） 
 

  （総務部）   （営業部） 

 大津 英紀  今井 良美    木村 友一 

    羽田 浩(補佐)     中野 利洋 (補佐) 

      

     部署環境責任者 
     （工事部） 
      増坂 公典 

      常陸 健児 (補佐) 

（役割）  

最高責任者 環境管理責任者 部署環境責任者 

・環境経営方針の設定 ・システムの確立・実施・維持 ・環境関連法規等の遵守状況の 

・システムの見直し ・環境負荷及び取組み状況の把握  チェック 

・環境管理責任者の任命  ・活動経営計画の処理及び是正 ・部署活動計画の対策及び是正 

 ・経営における課題と 

チャンスの明確化 
・環境経営目標の設定 ・不適合の処理及び是正 

  ・環境経営レポート作成   

 ・環境教育   
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１．基本環境経営理念 

 

株式会社協立は「暮らしの『健康と環境』で、豊かな『未来』へ」を基本環境経営理念に掲げ、協同連携の輪で

事業と活動を通じ環境に関する様々な問題の取組を進めます。技術的かつ経済的に可能な限りの範囲で「環境目

的・目標」を設定し、定期的に見直すことで環境問題の予防や環境マネジメントの継続的な改善を図り持続可能

な社会の現実を目指します。 

また環境側面に関わる法律、規制、条例を順守します。 

 

２．環境経営活動の「目的と目標」 

 

(１) 低炭素社会を目指して二酸化炭素排出量(kg-CO2)の削減に取り組みます。 

 

(２) ３R(リデュース：廃棄物の低減)(リユース：再使用)(リサイクル：再生利用) を基に、 

環境負荷の低減に取り組みます。 

 

(３) 「健康と環境」に配慮した商品・サービスの普及を通じて環境保全の啓発に取り組みます。 

 

(４) 省エネルギー「減らす」「止める」「切り替える」に取り組みます。  

 

(５) 脱プラスチックに向けた排出量削減の取り組みを進めます。 

 

(６) 森林を守る「暮らし未来づくりアクション」の活動を進めます。 

 

(７) 環境活動に参画し、一人一人のパートナーシップの輪を広げ社会と平和な未来の取り組みをします。 

 

 

以上の活動をすすめるため、全役・従業員が環境方針を理解し行動できるよう周知徹底を図り継続した

教育を行います。 

 

この環境方針は株式会社協立の内外に広く公表します。 

 

 

 

制定 2007 年 1 月 10 日 

改訂 2020 年２月 10 日（第３版） 

 

株式会社 協立 

代表取締役 大津英紀 
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2019 年実績を基準に、向こう 3 カ年の設定を致しました。 

No 取り組み項目 2019 年実績 2020 年実績 2021 年実績 2022 年目標 2022 年実績 

1 
二酸化炭素排出量 

（CO2） の削減 

ガソリン使用

量削減 

（kg-CO2/

年） 

総 量 

(kg-CO2/年) 

105,976 

(15 台) 

102,135 

(15 台) 

93,462 

(15 台) 
※2022 年目標廃止 

 

訪問件数 

当たり 

(kg-CO2/件) 

0.80 0.78 0.73 

0.72 

(前年対比 1%削減) 

※2022 年目標追加 

0.74 

燃費 

(㎞/ℓ) 
10.44 11.02 10.58 

10.68 

(前年対比 1%向上) 

※2022 年目標追加 

10.57 

電力使用量の削減 

（kg-CO2/年）＊1 
3,800 3,969 3,853 － 3,779 

二酸化炭素排出量(kg-CO2) 

の合計 
109,776 105,812 97,315 － 90,290 

2 
廃棄物排出量の削

減 

コピー紙の削減 

（枚/年）＊2 
15,822 14,876 14,851 

13,449 

(15%削減) 
9,477 

廃棄物の削減 

(ｔ/年) 
1.20 0.81 0.60 

1.02 

(15%削減) 
0.77 

3 水使用量の削減 
水使用量の削減 

(㎥/年) 
84 84 84 

80 

(5%削減) 
74 

4 エコ活動の推進 

グリーン商品購入の推進 
174/279(個) 

62.3% 

185/282 

65.6% 

248/318 

77% 
 50％以上を維持 

188/260 

72％      

地域・社会貢献活動の推進 

お客様へのエコカレンダーの

配送。 

エコイベントへの参加。 

ペットボトルキャップと使用

済み切手の保管。 

お客様へのエコカレンダーの

配送。 

エコイベントへの参加。 

ペットボトルキャップと使用

済み切手の保管。 

お客様へのエコカレンダーの

配送。 

エコイベントへの参加。 

ペットボトルキャップと使用

済み切手の保管。 

－ 

お客様へのエコカレンダーの

配送。 

エコイベントへの参加。 

ペットボトルキャップと使用

済み切手の保管。 

5 
健康と環境保全に 

貢献する事業 

天然抽出成分薬剤の導入と普

及 

（件数/年） 

631 510 524 
688 

(9%増加) 

449 

｢薬剤不要管理型システム｣の 

普及による省薬化 

(件数/年) ＊3 

168 241 154 
218 

(30%増加) 

195 

シロアリ生息モニタリング 

(件数/年) ＊4 
1,180 1,327 1,352 

1,416 

(20%増加) 

※2022 年目標上方修正 

1,424 

調湿材による床下環境保全 

（袋） 
7,847 7,811 6,341 

8,867 

(13%増加) 

5,793 
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脱プラスチック削

減への取り組み 

「セントリコン*システム」 

リサイクル・ステーションの

実施 

※2022 年目標追加 

233/1441(本) 
16％ 

764/2,770(本) 

28％ 

559/1,759(本) 

32％ 

41％以上使用 

※2022 年目標追加 

769/1698(本) 

45％ 

 － … 現状維持とする。 

【注意事項】 

＊1  電力使用量の二酸化炭素排出係数は、日本テクノの排出係数(調整後)（0.416kg-CO2/kWh）を使用。 

ガソリン使用量の二酸化炭素排出係数は、排出係数（2.32kg-CO2/L）を使用。 

＊2 コピー紙使用の削減は A4 用紙が対象。 

＊3 薬剤不要システムとは、「セントリコン*システム」のこと。薬剤を散布せずにシロアリから家を守るシロアリ防除方法。 

詳しくは｢別紙・セントリコンシステム｣を参照。 

＊4 シロアリ生息モニタリングとは、「セントリコン*システム」契約中の総件数。
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① 二酸化炭素の排出量（CO2）の削減 

ⅰ) ガソリン使用量の削減 

【維持管理項目】 

・タイヤの空気圧を適切にする。 

・急加速、急減速をやめる。 

・不要なアイドリングをやめる。 

・移動は可能な限り最小限とし、走行距離の短縮に努める。 

・個人の二酸化炭素排出量を提示し、意識の改善に努める。 

・不要荷物は積まずに走行する。 

 

【取組みの実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 2020 年 実績 2021 年 実績 2022 年目標 2022 年 実績と評価 

ガソリン使用量

削減 

（kg-CO2/年） 

訪問件数 

当たり 

(kg-CO2/件) 
0.78 0.73 

0.72 

(前年対比 1%削減) 

※2022 年目標追加 

0.74 
前年対比 

2％増加 
× 

燃費 

(㎞/ℓ) 
11.02 10.58 

10.68 

(前年対比 1%向上) 

※2022 年目標追加 

10.57 
前年対比 

1％低下 
△ 

【考察と評価】 

  前年と比較して、ガソリンの使用量が 2％増加している。燃費についても前年対比 1％向上の目標値に届くどころ

か 1％低下している状況である。 

下図：「【参考】訪問数(点検・施工)の推移」において基準年と比較して訪問件数(営業稼働率)が 12％も落ちているに

も関わらず訪問件数 1 件当たりのガソリン使用量が増加しているため、運転者のエコドライブの認識の低下が招い

た結果とも言えるだろう。近年人手不足による人員の入れ替えも激しいことも原因の一つとして考えられる。 
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【参考】訪問数 ( 点検・施工 ) の推移 ( 件 / 年 )
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ⅱ)電力使用量の削減 

【維持管理項目】 

・空調適温化（冷房 28 度・暖房 20 度）と照明スイッチの適正管理。 
・啓蒙シール及び掲示による呼びかけ。 
・湯沸かし機の設定、省エネ機能の活用。 
・温水便座の適宜使用(夏は使用せず、冬場のみ使用) 

【取組みの実績】 

 
 

項目 2020 年 実績 2021 年 実績 2022 年目標 2022 年 実績と評価 

電力使用量の二

酸化炭素排出量

の削減 

(kg-CO2/年) 

3,969 3,853 現状維持 3,779 
基準年対比 

0.5%削減 
〇 

【考察と評価】 

基準年に比べ、電力使用量の二酸化炭素排出量(kg-CO2)が 0.5%削減できた。昨年に比べても 2％減少しており、 

自分たちで出来る対策(カーディガン・ひざ掛けの使用等)を徹底して行い、冬場のエアコンの使用を抑える、使用して

いない箇所の電気はこまめに消すなど、全社員の意識が年々高まっていることが実感できる結果となった。 

 

 

 

② 廃棄物排出量の削減 

ⅰ)コピー紙の削減 

【維持管理項目】 

・使用済みコピー用紙の裏紙利用の徹底 
・ペーパーレス化 (iPad 及び kintone の利用) 
・印字ミスの削減。(複合機の私書箱設定) 
【新たな取り組み】 
・営業紙資料の廃止の推進・給与明細の電子化      

【取組みの実績】 
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項目 2020 年 実績 2021 年 実績 2022 年目標 2022 年 実績と評価 

コピー紙使用の削減 

(kg/年) 
14,876 14,851 

13,449 

(15%削減) 
9,477 

基準年対比 

41％削減 
◎ 

※削減対象：A4 用紙  

【考察と評価】 

基準年と比較すると A4 用紙 5,374 枚分およそ 41％の削減に成功している。目標としている 15％削減を大幅に達成し

た結果となった。 

要因としては、営業部で使用していた用紙を完全に廃止したことで日常的に出るコピー用紙を大幅に削減することが

できた。また給与明細の電子化(10 月～)に伴い、次年度からはさらに紙の使用量は抑えられると予想される。 

 

 ⅱ)廃棄物の削減 

【維持管理項目】 

・使い捨て製品（使い捨て容器入り弁当）等の使用や購入を控え、リデュースに努める。 
・紙類（ダンボール・他紙類）や不燃物（ペットボトル・ビン・缶・乾電池・プラスチック） 

などの廃棄物の分別の徹底、リサイクル・リユースに努める。 

 

【取組みの実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 2020 年 実績 2021 年 実績 2022 年目標 2022 年 実績と評価 

廃棄物の削減 

(ｔ/年) 
0.81 0.60 

1.02 

(15%削減) 
0.77 

基準年対比 

(36%削減) 
○ 

【考察と評価】 

 目標である 15％削減を大幅に上回る 36％削減に成功したが、2021 年に比べると廃棄物量が増加している。 

主な原因として、2022 年 2 月～3 月にかけて社内のレイアウト変更があったことが挙げられる。大型オフィス用品

の購入に伴い、ダンボールや可燃ごみが大量に出たため一時的に廃棄物が増加したものと考えられる。 
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③ 水使用量の削減 

【維持管理項目】 

・啓蒙シール・ポスターを掲示し、会社全体に節水を促す。 

【取組みの実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 2020 年 実績 2021 年 実績 2022 年目標 2022 年 実績と評価 

水使用量の削減 

(ｍ3/年) 
84 84 

80 

(5%削減) 
74 

基準年対比 

12％減少 
○ 

 

【考察と評価】  

 目標である 5％削減に対して 12％の削減に成功してはいるものの、水の使用量についてはビル管理となるため私た

ちが主として削減していくことが難しい項目である。しかしながら節水の意識を持ち続けるために啓蒙ポスターなど

を用いて呼びかけ、環境管理責任者からの啓発を強化していきたい。 

 

 

④ エコ活動の推進 

ⅰ)グリーン商品購入の推進 

【主な取組み】 
・ネットリコーにてグリーン商品・エコマーク商品の優先的な購入。 
・制服は再生 PET 繊維使用商品を購入。 
 

【実績】 

購入商品の 260 個中 188 個(全体の 72%)グリーン商品もしくはエコマーク商品を購入。 

 

【考察と評価】 評価：◎ 

修正テープやボールペン・ハンドソープなどはグリーン商品対応のリフィルを使用し、廃棄物の削減に努めた。 

今後も新しく購入するものについてまずはグリーン商品を選択し、価格と比較した上で購入を検討したい。 

また、2022 年 2 月に社内のレイアウトの変更に伴い、大型オフィス用品の入れ替えがあったが長期的に使用していけ

るものを選び、大切に使っていくようにしたい。 

 

ⅱ)地域・社会貢献活動の推進 

【維持管理項目】 

・パルプ紙 50%以上の再生紙での名刺の作成 

・エコカレンダーの送付 
・エコイベントへの参加 
・ペットボトルキャップの寄付 
・使用済み切手の寄付 
 

84 84 84

74

65

70

75

80

85

2019年 2020年 2021年 2022年
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⑤ 健康と環境保全に貢献する事業 
 
ⅰ) 天然抽出成分薬剤の導入と普及 
【特徴】 
・環境配慮型商品「天然成分」の普通物を 100%使用した天然抽出成分の薬剤。 
 
ⅱ)薬剤不要管理型システムの普及による省薬化 
ⅲ)シロアリ生息モニタリング 
【特徴】 
・薬剤不要の管理型シロアリ防除システム。 
・巣の根絶後も定期的に点検を継続し、シロアリの再侵入を防ぐ。 

 
ⅳ)調湿材による床下環境保全 
【特徴】 
・電力を必要としない床下環境保全。 

 

【取組みの実績】 

  
 

  
 

項目 2020 年 実績 2021 年 実績 2022 年目標 2022 年 実績と評価 

天然抽出成分薬剤の 

導入と普及(件数/年) 
510 524 

688 

(9%増加) 
449 

基準年対比 

28%減少 
× 

薬剤不要管理型システムの

普及による省薬化(件数/年) 
241 154 

218 

(30%増加) 
195 

基準年対比 

16%増加 
○ 

シロアリ生息 

モニタリング(件数/年) 
1,327 1,352 

1,416 

(20%増加) 
※2022 年目標上方修正 

1,424 
基準年対比 

20%増加 
〇 

調湿材による 

床下環境保全(袋/年) 
7,811 6,341 

8,867 

(13%増加) 
5,793 

基準年対比 

26%減少 
× 
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【考察と評価】 

 今なお続くコロナウィルス感染症(COVID-19)の影響もあり、家の中で行う施工(接触型)よりも外回りの施工(非接触

型)の要望が多く、天然抽出成分薬剤の施工件数自体は伸び悩んだが薬剤不要管理型システムは基準年と比較して 16％増加した。

今後の情勢にもよるが非接触型の施工が増えていくことが想定できる。また、コロナウィルス感染症(COVID-19)だけでなくウ

クライナ戦争などの要因で全国的に支出を抑える傾向にあるため、早急な対策を求められない調湿材の施工については 26％減

少した。 

 
 

⑥ 脱プラスチック削減への取り組み 
【維持管理項目】 

 薬剤不要管理型システムのリサイクル・ステーションの実施。 
 

【取り組みの実績】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 2020 年 実績 2021 年 実績 2022 年 目標 2022 年 実績と評価 

「セントリコン*システム」 

リサイクル・ステーションの実施 

※2022 年目標追加 

764/2,770 

28％ 

559/1,759 
32％ 

使用率 

41％ 

769/1,698 

45％ 

基準年対比 

17%増加 
◎ 

【考察と評価】 

昨年立てた目標のリサイクル・ステーション使用率 41％を上回った結果を残すことができた。 

撤去時にリサイクル品として使用できるよう環境管理責任者の指導の下丁寧な取り扱いを務めた結果である。 
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2022 年実績を基準に、向こう 3 カ年の設定を致しました。 

No 取り組み項目 2022 年実績 2023 年目標 2024 年目標 2025 年目標 

1 

二酸化炭素排

出量 

（CO2） の削

減 

ガソリン使用量削

減 

（kg-CO2/年） 

訪問件数 

当たり 

(kg-CO2/件) 
0.74 

0.71 

(2022 年対比 3%削減) 

0.69 

(2022 年対比 6%削減) 

0.67 

(2022 年対比 9%削減) 

燃費 

(㎞/ℓ) 
10.57 

10.67 

(2022 年対比 1%向上) 

10.78 

(2022 年対比 2%向上) 

10.88 

(2022 年対比 3%向上) 

電力使用量の削減 

（kg-CO2/年）＊1 
3,779 

3,741 

(2022 年対比 1%削減) 

3,703 

(2022 年対比 2%削減) 

3,665 

(2022 年対比 3%削減) 

二酸化炭素排出量(kg-CO2) 

の合計 
90,290 

86,678 

(2022 年対比 4%削減) 

83,066 

(2022 年対比 8%削減) 

79,455 

(2022 年対比 12%削減) 

2 
廃棄物排出量

の削減 

コピー紙の削減 

（枚/年）＊2 
9,477 

9,192 

(2022 年対比 3%削減) 

8,908 

(2022 年対比 6%削減) 

8,624 

(2022 年対比 9%) 

廃棄物の削減 

(ｔ/年) 
0.77 

0.73 

(2022 年対比 5%削減) 

0.69 

(2022 年 10%削減) 

0.65 

(2022 年 15%削減) 

3 
水使用量の削

減 

水使用量の削減 

(㎥/年) 
74 － － － 

4 
エコ活動の推

進 

グリーン商品購入の推進 
188/260 

(72%) 

－ 

(60％以上を維持) 

－ 

(60％以上を維持) 

－ 

(60％以上を維持) 

地域・社会貢献活動の推進 

・エコカレンダーの送付 

・エコイベントへの参加 

・ペットボトルキャップの寄

付 

・使用済み切手の寄付 

 

－ － － 

5 

健康と環境保

全に 

貢献する事業 

天然抽出成分薬剤の導入と普

及 

（件数/年） 

449 
453 

(2022 年対比 1%増加) 

457 

(2022 年対比 2%増加) 

462 

(2022 年対比 3%) 

｢薬剤不要管理型システム｣の 

普及による省薬化 

(件数/年) ＊3 

195 
204 

(2022 年対比 5%増加) 

214 

(2022 年対比 10%増加) 

224 

(2022 年 15%増加) 

シロアリ生息モニタリング 

(件数/年) ＊4 
1,424 

1,495 

(2022 年対比 5%増加) 

1,566 

(2022 年対比 10%増加) 

1,637 

(2022 年対比 15%増加) 

調湿材による床下環境保全 

（袋） 
5,793 

5,850 

(2022 年対比 1%増加) 

5,908 

(2022 年対比 2%増加) 

5,966 

(2022 年対比 3%増加) 

 

6 

 

脱プラスチッ

ク削減への取

り組み 

「セントリコン*システム」 

リサイクル・ステーションの

実施 

※2022 年目標追加 

769/1,698 

(45%) 
50%以上を維持 50%以上を維持 50%以上を維持 

【注意事項】                                      － … 現状維持とします。 

＊1  電力使用量の二酸化炭素排出係数は、調整後の排出係数（0.486kgCO2/kWh）を使用。 

ガソリン使用量の二酸化炭素排出係数は、排出係数（2.32kgCO2/L）を使用。 

＊2 二酸化炭素排出量(kg-CO2)の合計は、ガソリン使用量と電気量の合計。 

＊3 コピー紙使用の削減は A4 用紙が対象。 

＊4 薬剤不要システムとは、「セントリコンシステム」のこと。薬剤を散布せずにシロアリから家を守るシロアリ防除方法。 

詳しくは｢別紙・セントリコンシステム｣を参照。 

＊5 シロアリ生息モニタリングとは、「セントリコンシステム」契約中の総件数。 
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① 関連法令 
  

法令 条項 内容・対応 見直し日 遵守状況 確認日 

① 豊島区廃棄物の抑制、再利用
による減量及び適正処理に
関する条例 

30 条 

事業系ごみ処理券購入貼付

け 等 

2022 年 12 月 1 日  

見直し 

遵守 
2022 年 12 月 15 日  

確認 

② 資源有効利用促進法 2 条 12 項 

パソコンリサイクルセンタ

ーに回収してもらう 

2022 年 12 月 1 日  

見直し 

対象無 
2022 年 12 月 15 日  

確認 

③ 家電リサイクル法 
政令 1 条 

6 条・9 条 

ユニット型エアコン、テレ

ビ、洗濯機、冷蔵庫、小売業

者、収集運搬、再商品化業者

に適切に引き渡し、料金を支

払う 

2022 年 12 月 1 日  

見直し 

対象無 
2022 年 12 月 15 日  

確認 

④ 消防法 第 10 条 消費期限の確認 
2022 年 12 月 1 日  

見直し 

遵守 
2022 年 12 月 15 日  

確認 

⑤ フロン排出抑制法  

フロン類の第一種フロン類

充塡回収業者への引渡しは、

費用負担も含め、「第一種特

定製品廃棄等実施者」が行う 

2022 年 12 月 1 日  

見直し 

遵守 
2022 年 12 月 15 日  

確認 

 
 
   ※弊社取扱い薬剤は全て普通物(毒劇物ではないもの)あり、今後も普通物使用を遵守していきます。（代表確認） 

2022 年 12 月 1 日  

見直し 

遵守 
2022 年 12 月 15 日  

確認 

  
 
 

② 業界協定 
 

社団法人協会 順守すべき具体的内容 許認可・届出等 調査・報告等 

日本しろあり対策協会 協定「安全管理基準」を尊守 必要 不要 

ぺストコントロール協会 協定「安全管理基準」を尊守 必要 不要 

 
 
③ 関連法令への違反、訴訟の有無 
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環境関連法規への違反はありません。 
業界協定への違反はありません。 
関係機関からの違反等の指摘、利害関係者からの過去 3 年間訴訟はありません。 

 

 

実施日 2023 年 1 月 18 日(水) 実施場所 社内 応接室 

参加者 
大津代表・羽田課長・総務部環境責任者(今井) 

営業部環境責任者(木村)・工事部環境責任者(増坂) 

記録作成日 2023 年 1 月 20 日(金) 

作成者 総務部：今井良美 

① 前回の指示への取組結果 

前回の指示事項 取組に対する評価 

① 2019 年を基準年として 3 カ年の計画を立てているため、2022 年

はこの 3 年間の結果をもとに 2023 年から 3 ヶ年の新たな環境目

標を設定する。 

② (5)健康と環境保全に貢献する事業について、住環境と健康被害と

の関りについて環境管理責任者である坂本部長とともに月１の営

業会議を通して理解を深め、提案説明を充実させることで環境配

慮型施工を普及する。 

2019 年に立てた目標の達成状況について見返してみると芳しくな

い。要因はいくつか考えられるが近年特に人員の入れ替わりが激しく、

環境管理責任者を中心に教育を進めても指示が行き渡らないことが影

響していると考えられる。 

まずは、社内環境を整えた上で 2022 年実績を基に打ち立てた 3 ヶ年

目標を達成できるよう営業部・工事部・総務部含め社員全員で挑みた

い。 

② 今回の評価結果 

 代表者の評価結果 

(有効に機能しているか、適切に実施されているか。) 

1：環境目標の達成状況 

 

優…目標達成 

良…目標達成に至っていないが、成果を感じられる。 

可…今後の取り組み次第で結果に期待できる。 

(1) 二酸化炭素排出量の削減     … 良 

(2) 3R の取り組み                 … 優 

(3) 健康と環境           … 可 

(4) 省エネルギー          … 可 

(5) 脱プラスチック         … 良 

(6) 暮らし未来づくりアクション   … 可 

(7) パートナーシップ        … 可 

2：環境活動計画の実施及び運用結果 

(1) 二酸化炭素排出量の削減 

 基準年に対して 18％の削減に成功しているが、実際のところは業務稼働率が低下しているためそれに比例して

排出量が減っているだけである。今後も単に二酸化炭素排出量の総量で判断するのではなく相対的に評価してい

きたい。 

(2) 3R の取り組み 

 紙の使用量について、2019 年より始めた iPad 及び kintone の使用を皮切りに減少傾向にある。基準年から数

えて 41％と大幅に削減され不必要な紙の使用は殆どなくなったと考えられる。今後の課題として取引先とのやり

取りやお客様への送付物など削減が難しいものへのアプローチについて考えていく必要がある。 

(3) 健康と環境 

 コロナウィルス感染症(COVID-19)の影響もあり、バリア工法(接触型)よりもベイト工法(非接触型)の要望が多

く、ベイト工法は基準年と比較して 16％増加した。バリア工法については今後も施工件数自体が伸び悩むことが

想定されるが、割合としてどのように天然抽出成分薬剤の施工を増やしていけるかが今後の課題となる。 

(4) 省エネルギー 

 地球温暖化の影響により夏の長期化や不安定な気候により年々空調を使用する期間が長くなっている。適正温

度での使用を心掛けているが個人個人でできる対策を行うことが大切である。 

(5) 脱プラスチック 

 本年もセントリコン＊システムのリサイクルステーションを活用しベイト工法による施工の全体の 45％は再

利用で賄うことができた。今後もこの活動は続けていきベイト工法による施工の 50％以上の比率を保っていきた

い。 

(6) 暮らし未来づくりアクション 

 今ある住宅を健康に長持ちさせることが、森林を守ることに繋がると我々が理解した上で床下保全の必要性に

ついて消費者にもわかりやすく啓発するため、営業部を中心に知識を深め共有する必要がある。 

(7) 環境活動の参画とパートナーシップ  
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 今なお新型コロナウィルス(COVID-19)の影響が0になることはないが、かなり規制が緩和されているため様々

な活動が再開している。今年はエコプロに参加し、使用済み切手の回収やペットボトルキャップの回収などにも

参加することができたので引き続き活動していきたい。 

3：環境関連法規等の遵守状況 2022 年 12 月 15 日エコ会議にて行う。問題なし。 

4：外部からの環境に関する苦情・要望 外部からの環境に関する苦情・要望は特になし。 

③ (環境管理責任者への)指示内容 

指示項目 
変更する必要性 

(有・無) 
代表者の指示 

1：環境方針 有 ・ 無 2020 年 2 月 10 日に改定済、変更なし。 

2：環境目標 有 ・ 無 
2022 年実績を基に 3 ヶ年の計画・目標を策定。今後の活動状況によって必要であれば目標の修

正を行うこと。 

3：環境活動計画 有 ・ 無 

暮らし未来づくりアクションにおいて住環境と健康被害との関わりをについて環境管理責任者

及び部署環境責任者とともに月 1 の営業会議を通して理解を深め、提案説明を充実させることで

環境配慮型施工を普及すること。 

4：環境経営システム 

(上記 1・2・3 以外) 
有 ・ 無 環境経営システム・実施体制について変更なし。 

 


